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資源循環型社会めざして資源循環型社会めざして
ともにつくる「エコロジータウンうちこ」ともにつくる「エコロジータウンうちこ」

内子町の内子町の概要概要

面積 １２１．１７ｋ㎡
人口 男 ５,３４１人
女 ５,８９０人
合計１１,２３１人

就業人口
１次 １,４２６人
２次 １,７０５人
３次 ２,５７１人

農家戸数
専業 ２７２戸
１兼 ２０３戸
２兼 ８５１戸
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内子町の農業
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JAJA愛媛たいき内子堆肥センターの概要愛媛たいき内子堆肥センターの概要

平成１４年度生産振興総合対策事業平成１４年度生産振興総合対策事業
総事業費総事業費 １３７１３７,,８９６８９６,,５００円５００円
原料：畜糞２原料：畜糞２,,５８６トン５８６トン 生ゴミ５１１トン（２生ゴミ５１１トン（２,,２００世帯）２００世帯）
生産堆肥：１生産堆肥：１,,３５２トン３５２トン
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内子堆肥センターの特徴内子堆肥センターの特徴

生ゴミ関連設備の費用として生ゴミ関連設備の費用として
内子町助成金内子町助成金 平成１４年度平成１４年度 １２１２,,３５１千円３５１千円

１５年度以降１５年度以降 ２１２１,,１１５千円１１５千円

内子堆肥センターの特徴内子堆肥センターの特徴

堆肥の１５％を炭化し堆肥に混ぜる堆肥の１５％を炭化し堆肥に混ぜる
炭の混入で土壌改良に相乗効果炭の混入で土壌改良に相乗効果
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内子堆肥センターの特徴内子堆肥センターの特徴

エコパワーは、道の駅「からり」でも販売エコパワーは、道の駅「からり」でも販売

生ゴミ分別収集の生ゴミ分別収集の方法方法

町内６０カ所にステーションを設置し８０リットルのバケツを配備町内６０カ所にステーションを設置し８０リットルのバケツを配備
２０リットルの家庭用水切りバケツを２２００世帯に配布２０リットルの家庭用水切りバケツを２２００世帯に配布
１世帯あたり週２回回収１世帯あたり週２回回収
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生ゴミ分別収集の生ゴミ分別収集の方法方法

生ゴミの臭い防止生ゴミの臭い防止

生ゴミ臭いと腐敗防止のため、環境浄化微生物「ひめ生ゴミ臭いと腐敗防止のため、環境浄化微生物「ひめII－１」を－１」を活用活用

町が培養し、自治会を通じて配布町が培養し、自治会を通じて配布
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新しい堆肥「エコパワー」の活用新しい堆肥「エコパワー」の活用

「「からり」生産者を中心とした堆肥の利用促進からり」生産者を中心とした堆肥の利用促進
安全ブランドの確立安全ブランドの確立

「からり」生産者を中心にした堆肥の利用促進

• 土壌診断の徹底 化学肥料の過剰施肥を防止する化学肥料の過剰施肥を防止する

• 生産履歴の記帳
と開示システムの
確立

農家の安全意識の強化農家の安全意識の強化

• 内子町独自の認
証制度の立ち上げ

小回りの利く認証小回りの利く認証

• 残留農薬の分析と
結果の開示

安全農産物の追求安全農産物の追求
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土壌診断室土壌診断室

土壌診断中土壌診断中

資源循環型社会を目指して資源循環型社会を目指して

ともにつくる「エコロジータウンうちこ」ともにつくる「エコロジータウンうちこ」
の実現に向けての実現に向けて
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平成１５年３月「内子町地域エネルギービジョン」を策定平成１５年３月「内子町地域エネルギービジョン」を策定

豊富な木質バイオマスを中心に、太陽光、豊富な木質バイオマスを中心に、太陽光、
水車、小型水車など、新エネルギーの水車、小型水車など、新エネルギーの
活用に積極的に取り組んで行く活用に積極的に取り組んで行く


